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日本患者･家族団体協議会

　

SSKO 奏聞診參の

〒171

　

東京都豊島区目白2-38- 2

。03(3985)75。zぶ樵品品

1111‐

　

固ッ

　

購読料1部300円(年間1.500円送料込)

　　　　

祠回口

患
者
・
家
族
へ
負
担
増
を
押
し
つ
け
る

健
保
改
悪
法
案
衆
院
通
過

　
　

「
金
の
な
い
も
の
は
医
療
を
受
け
る

な
」
と
い
う
医
療
保
険
制
度
改
悪
案
が

５
月
７
日
の
衆
議
院
厚
生
委
員
会
で
自

民
・
社
民
な
ど
の
賛
成
多
数
で
修
正
可

決
し
、
翌
８
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
採

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
民
、
社
民
、
さ
き
が
け
の
与
党
三

党
は
、
政
府
原
案
に
つ
い
て
「
修
正
」

案
を
提
案
、
修
正
案
の
論
議
も
な
く
そ

の
目
の
う
ち
に
採
決
す
る
と
い
う
異
例

医療保険制度｢改悪｣の主な内容

な
委
員
会
で
し
た
。

　

修
正
案
は
薬
剤
費
上
乗
せ
負
担
な
ど

若
干
手
な
お
し
し
、
そ
し
て
当
初
、
政

府
案
に
な
か
っ
た
高
齢
者
の
入
院
費
を

３
年
間
に
わ
た
っ
て
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
「
修
正
」
案
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
も
、
こ
の
改
悪
は
当
面
の
「
改

革
」
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
第
二
、
第

三
の
改
悪
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽

４党合意 現　行

薬剤費負担

１種類　　　Ｏ円

２～３種類　400円

４～５種類　700円

６種類以上1000円

　１口分あたり薬１〔

種類に月15|iﾊﾞ

ni]

医療費の

自己負担

と同じ比

率

高齢者の入院

時の自己負担

1997年度１日1000円

　98年度　　1100円

　99年度　　1200円

　　目口lOOOl'J)

１日710円

高齢者の通院

時の自己負担

月４回を上限に

　毎回500円
月1020円

サラリーマン

ら被用者保険

の本人負担

２割 １割

政府管掌保険

の保険料率

月収の6.5%

旧収の8.fi%)

月収の

8.2％

実施時期 ９月１日（５月１目）

太字は自民、社民、さきがけの与党３党と民

主党が政府案の修正で合意した内容。

カッコ内は政府案

(注)

医
療
（
風
邪

や
腹
痛
）
の

保
険
給
付
除

外
や
自
由
診

療
の
拡
大
な

ど
．
こ
れ
ま

で
の
保
険
制

度
を
根
底
か

ら
崩
壊
さ
せ

る
も
の
が
予

定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
の
国
会
は
、
法
案
の
審
議
に
十
分

時
間
を
か
け
て
論
議
す
る
と
い
う
場
で

は
な
く
、
最
初
に
成
立
あ
り
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
共
産
党
を
の
ぞ
く
諸

政
党
が
離
合
集
散
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
医
療
保
険
制
度
改
悪
案
も
図
式
は

同
じ
で
あ
り
、
国
民
に
大
き
な
負
担
を

強
い
る
法
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず

か
1
0
日
間
で
審
議
打
切
り
、
採
決
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
2
3
日
に
審
議
入
り

と
見
ら
れ
る
参
院
で
は
再
修
正
も
あ
り

う
る
と
の
見
込
み
で
す
。

　

医
療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
運

動
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

先
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
国
会
請
願
の
際
、
与
党
か

ら
も
私
た
ち
の
願
い
を
受
け
止
め
、
紹

介
議
員
と
し
て
請
願
書
を
提
出
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
患
者
・
家
族
は
、

自
分
自
身
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
こ
の

国
に
住
む
全
て
の
人
々
に
大
き
な
負
担

を
強
い
る
こ
の
改
悪
案
に
反
対
す
る
運

動
を
今
後
も
よ
り
一
層
強
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
２
日
の
緊
急
集
会
と
請
願
デ
モ

行
進
の
成
功
と
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出

し
合
っ
た
多
様
な
戦
術
で
反
対
運
動
を

強
め
て
い
く
こ
と
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
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特
定
疾
患
対
策
懇
談
会

　
　
　

粋

　
　
　

検
討
結
果
ま
と
ま
る

囲

　

9
5
年
1
2
月
に
出
さ
れ
た
、
公
衆
衛
生
審

議
会
成
人
病
難
病
対
策
部
会
難
病
対
策
専

門
委
員
会
報
告
で
「
難
病
対
策
要
綱
が
策

定
さ
れ
て
以
来
2
0
年
余
が
経
過
し
、
難
病

対
策
を
め
ぐ
る
状
況
は
変
化
し
て
い
る
。

特
定
疾
患
研
究
事
業
に
つ
い
て
は
、
分
子

生
物
学
や
免
疫
学
等
の
進
歩
に
よ
り
、
難

病
の
医
学
的
位
置
付
け
が
変
化
し
て
き
て

お
り
、
特
定
疾
患
調
査
研
究
体
制
の
在
り

方
、
特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
と
特
定
疾

患
治
療
研
究
事
業
と
の
連
携
、
特
定
疾
患

治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
の
範
囲
等
、

特
定
疾
患
研
究
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
」
と
の
指

摘
を
受
け
て
、
対
象
疾
患
の
選
定
に
当
た

っ
て
の
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
「
特

「
介
護
保
険
」
法
案

　

衆
院
通
過
へ

　

衆
院
厚
生
委
員
会
は
、
「
介
護
保
険
」

法
案
の
審
議
を
す
す
め
て
き
ま
し
た

が
、
同
法
案
の
委
員
会
採
決
は
５
月
2
1

日
に
行
わ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

与
党
三
党
は
、
「
介
護
保
険
」
法
案

定
疾
患
対
策
懇
談
会
」
は
、
特
定
疾
患
調

査
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
の
選
定
基
準
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
検
討
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
。

一
、
調
査
研
究
事
業
の

　
　
　

選
定
基
準
に
つ
い
て

　

基
準
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
衆
衛

生
審
議
会
成
人
病
難
病
対
策
部
会
難
病
対

策
専
門
委
員
会
の
最
終
報
告
に
お
い
て
、

　

「
特
定
疾
患
対
策
の
重
点
的
か
つ
効
果
的

な
施
策
の
充
実
と
推
進
を
図
る
た
め
、
①

希
少
性
、
②
原
因
不
明
、
③
効
果
的
な
治

療
方
法
未
確
立
、
④
生
活
面
へ
の
長
期
に

わ
た
る
支
障
、
と
い
う
４
要
素
に
基
づ
き
、

対
象
疾
患
と
し
て
取
り
上
げ
る
範
囲
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の

に
対
し
、
①
市
町
村
の
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
地
域
住
民
の
参

加
を
図
る
、
②
制
度
の
見
直
し
を
５
年

後
に
行
う
、
な
ど
の
「
修
正
」
を
加
え

る
こ
と
で
大
筋
合
意
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
新
進
、
民
主
、
共
産
の
各
党

は
介
護
保
険
法
案
の
修
正
案
を
委
員
会

に
提
出
し
、
審
議
時
間
を
十
分
と
り
、

徹
底
審
議
を
求
め
て
い
ま
す
。

･2

提
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
４
要
素
を
基

本
に
、
さ
ら
に
、
既
に
1
1
8
疾
患
が
選

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
検
討
を

す
す
め
た
。

①
希
少
性

　

患
者
数
が
有
病
率
か
ら
見
て
概
ね
５
万

人
未
満
の
疾
患
と
す
る
。

　

調
査
研
究
事
業
の
目
的
の
一
つ
は
、
患

者
数
の
少
な
い
い
わ
ゆ
る
希
少
疾
患
に
対

し
て
研
究
者
の
目
を
向
け
さ
せ
効
果
的
な

研
究
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
。

②
原
因
不
明

　

原
因
又
は
発
症
機
序
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

が
未
解
明
の
疾
患
と
す
る
。

　

最
近
の
遺
伝
子
研
究
の
進
展
に
よ
り
、

病
因
と
し
て
の
遺
伝
子
が
同
定
さ
れ
た

り
、
一
部
同
定
さ
れ
た
疾
患
が
あ
る
が
、

治
療
法
の
確
立
に
向
け
た
機
序
の
解
明
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
本
調
査
研
究
事
業
の

対
象
疾
患
と
な
り
得
る
。

③
効
果
的
な
治
療
方
法
未
確
立

　

完
治
に
至
ら
な
い
ま
で
も
進
行
を
阻
止

し
、
又
は
発
症
を
予
防
し
得
る
手
法
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
疾
患
と
す
る
。

　

最
近
で
は
、
重
症
筋
無
力
症
に
対
す
る

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
や
抗
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー

ゼ
薬
の
投
与
及
び
胸
腺
切
除
術
や
血
漿
交

換
療
法
を
始
め
、
薬
剤
の
投
与
な
ど
か
な

り
有
効
な
対
症
療
法
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
病
勢
の
進
行
そ
の
も
の
を

止
め
る
に
至
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
効
果
的
な
治
療
法
の
開
発
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
研
究
事
業
の
対
象

疾
患
と
な
り
得
る
。

④
生
活
面
へ
の
長
期
に
わ
た
る
支
障
（
長

期
療
養
を
必
要
と
す
る
）

　

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、
い
ず
れ
は

予
後
不
良
と
な
る
疾
患
あ
る
い
は
生
涯
に

わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
疾
患
と
す

　

何
ら
か
の
機
能
障
害
等
に
よ
り
日
常
生

活
に
支
障
を
生
ず
る
疾
患
で
あ
っ
て
、
い

ず
れ
は
死
に
至
る
よ
う
な
疾
患
、
あ
る
い

は
後
遺
症
や
生
涯
に
わ
た
る
医
学
的
管
理

の
必
要
性
か
ら
生
涯
に
わ
た
る
療
養
が
不

可
欠
な
疾
患
は
、
神
経
疾
患
、
感
覚
器
疾

患
、
内
臓
疾
患
等
を
問
わ
ず
重
症
度
が
高

く
、
生
活
面
へ
の
長
期
に
わ
た
る
支
障
が

あ
る
と
い
え
る
。

⑤
そ
の
他

　

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
別
に
組

織
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
本
調
査
研
究
事
業
か
ら
除
く
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
対
象
疾
患
の
選
定
、
廃
止
に
当

た
っ
て
は
、
①
か
ら
④
の
要
件
を
総
合
的

に
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
治
療
研
究
事
業

及
び
難
病
患
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

○什０･①贈1997- 5524
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二
、
治
療
研
究
事
業
の

　

対
象
疾
患
選
定
基
準
に
つ
い
て

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
治
療
研
究
事
業

実
施
要
綱
に
お
け
る
本
事
業
の
目
的
「
い

わ
ゆ
る
難
病
の
う
ち
、
特
定
の
疾
患
に
つ

い
て
は
、
治
療
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

か
つ
、
医
療
費
も
高
額
で
あ
る
の
で
、
事

業
を
推
進
し
、
特
定
疾
患
に
関
す
る
医
療

の
確
立
、
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
患
者

の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
」
を
基
本
に
、
難
病
対
策
専

門
委
員
会
の
最
終
報
告
に
お
い
て
指
摘
さ

れ
た
「
今
後
は
、
対
象
疾
患
の
決
定
に
当

た
っ
て
の
具
体
的
な
基
準
を
作
成
し
、
対

象
疾
患
を
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
当
分
の
間
、
対
象
疾
患
数
の
上
限
を

設
定
し
た
上
で
、
こ
の
基
準
に
照
ら
し
て

対
象
疾
患
を
取
捨
選
定
す
る
こ
と
も
考
慮

す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
提
言
も
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
を
進
め
た
が
。
具
体
的
な
選
定

基
準
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
結
論
を
得
る

に
至
ら
な
か
っ
た
。

①
具
体
的
な
基
準
の
設
定
に
つ
い
て

　

〔
重
症
度
に
つ
い
て
〕

　

既
存
対
象
疾
患
の
重
症
度
判
断
の
見
直

し
（
個
人
格
差
を
一
律
に
規
程
す
る
こ
と

は
困
難
と
の
意
見
あ
り
）

　

疾
患
別
の
重
症
度
等
基
準

　

現
在
、
８
疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
、
後
縦
靭
帯
骨
化
症
。

表
皮
水
泡
症
、
広
範
脊
柱
管
狭
窄
症
、
原

発
性
胆
汁
性
肝
硬
変
、
特
発
性
問
質
性
肺

炎
、
網
膜
色
素
変
性
症
）
に
つ
い
て
は
、

重
症
度
分
類
、
生
活
機
能
症
度
又
は
病
型

に
よ
っ
て
対
象
疾
患
範
囲
が
限
定
さ
れ
て

い
る
。
現
段
階
で
は
、
全
て
の
対
象
疾
患

に
個
別
の
重
症
度
基
準
を
設
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
将
来
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
。

　

横
断
的
な
重
症
度
基
準

　

各
疾
患
を
横
断
的
に
適
用
で
き
る
重
症

度
の
基
準
の
確
立
は
現
時
点
で
は
困
難
で

あ
る
。
な
お
、
身
体
障
害
者
制
度
に
お
け

る
障
害
認
定
基
準
の
準
用
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
が
、
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

〔
希
少
性
及
び
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
つ
い
て
〕

　

希
少
性
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
事
業
の

基
準
（
５
万
人
未
満
の
疾
患
）
を
適
用
し

て
差
し
支
え
な
い
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
つ
い
て

は
、
客
観
的
な
評
価
基
準
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
更
に
研
究
を
要
す
る
。

②
目
的
の
明
確
化
に
つ
い
て

ア

　

治
療
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
、
医
療
の
確
立
と
普
及
を
目
指
す

目
的

　

こ
の
目
的
は
、
治
療
研
究
の
促
進
と
い

う
観
点
か
ら
、
難
治
度
が
高
く
。
か
つ
患

者
数
が
比
較
的
少
な
い
疾
患
に
つ
い
て
、

医
療
費
の
公
費
負
担
に
よ
り
患
者
の
受
療

を
促
進
し
、
治
療
研
究
の
た
め
の
症
例
数

を
確
保
し
て
治
療
研
究
に
資
す
る
と
い
う

３

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
難
治
度
と

希
少
性
が
対
象
疾
患
選
定
の
際
の
最
大
の

考
慮
要
因
と
な
る
。

　

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
考
え
れ
ば
、
調
査

研
究
事
業
の
対
象
疾
患
は
、
原
因
不
明
、

治
療
法
未
確
立
の
希
少
疾
患
で
あ
る
た

め
、
全
疾
患
を
対
象
に
す
べ
き
こ
と
と
な

る
。

　

予
算
面
の
制
約
に
配
慮
し
て
、
特
に
難

治
度
と
希
少
性
の
高
い
疾
患
に
限
定
す
る

必
要
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
あ
る
程
度

有
効
な
対
症
療
法
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る

疾
患
は
、
難
治
度
と
し
て
は
他
の
疾
患
に

比
べ
て
相
対
的
に
低
い
と
評
価
さ
れ
る
こ

と
か
ら
こ
れ
を
除
外
し
、
希
少
性
の
基
準

を
厳
し
く
設
定
す
る
な
ど
の
方
向
で
基
準

設
定
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。

イ

　

医
療
費
が
高
額
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、
患
者
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
図
る

目
的

　

こ
の
目
的
は
、
難
病
患
者
の
生
活
面
に

配
慮
し
、
高
額
な
医
療
費
負
担
の
軽
減
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
医
療
費
が
高
額
で
あ
る
か
否
か
。
あ

る
い
は
重
症
度
が
高
く
、
介
護
等
に
要
す

る
家
族
の
経
済
的
・
精
神
的
な
負
担
が
大

き
い
か
否
か
が
対
象
疾
患
選
定
の
際
の
最

大
の
考
慮
要
因
と
な
る
。

　

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
考
え
れ
ば
、
医
療

費
が
高
額
で
あ
る
こ
と
の
基
準
の
設
定
が

重
要
で
あ
る
が
、
対
症
療
法
の
開
発
す
ら

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
療
保
険
の
対
象
と

な
る
治
療
法
が
な
い
よ
う
な
極
め
て
難
治

度
の
高
い
疾
患
は
高
額
の
医
療
費
を
要
す

る
と
は
い
え
ず
、
か
え
っ
て
本
事
業
の
対

象
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ア
の
目
的
に
則
し
て
考
え
た
場
合
と
逆
の

結
論
に
も
な
り
得
る
と
い
う
矛
盾
を
生
じ

　

ま
た
、
重
症
度
に
配
慮
す
る
と
す
れ
ば
、

医
療
費
が
高
額
で
あ
る
こ
と
の
基
準
は
、

重
症
度
を
勘
案
し
な
が
ら
設
定
す
る
と
す

れ
ば
、
医
療
費
が
高
額
で
あ
る
こ
と
の
基

準
は
、
重
症
度
を
勘
案
し
な
が
ら
設
定
す

る
こ
と
と
な
り
、
「
重
症
度
」
の
基
準
設

定
に
つ
い
て
述
べ
た
と
同
様
の
問
題
を
惹

起
し
、
早
急
な
基
準
の
設
定
は
困
難
で
あ

る
。

　

本
来
、
ア
の
目
的
を
中
心
に
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　

一
方
、
難
病
対
策
専
門
委
員
会
の
最
終

報
告
は
「
現
在
で
は
、
特
定
疾
患
研
究
の

一
環
と
し
て
の
公
費
負
担
と
い
う
本
来
の

目
的
よ
り
は
、
む
し
ろ
医
療
費
の
自
己
負

担
の
軽
減
と
い
う
経
済
的
な
側
面
が
着
目

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
Ｌ
と
の
指
摘
も

あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
治
療
研
究
事
業
に
つ
い
て

は
、
対
象
疾
患
選
定
基
準
の
策
定
を
行
う

前
提
と
し
て
、
今
後
の
難
病
施
策
の
方
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
事
業
の
あ
り
方
を
再
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

525５
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第
1
5
回
幹
事
会
開
催

　

9
7
年
度
運
動
方
針
案
を
討
議

　

４
月
1
9
、
2
0
日
の
両
日
、
第
1
5
回
幹
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
6
年
度
下
半
期
の
活
動
と
し
て
、
全
国

患
者
・
家
族
集
会
の
開
催
、
医
療
と
介
護

の
拡
充
を
求
め
る
緊
急
請
願
署
名
運
動
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

前
代
表
幹
事
で
あ
っ
た
長
宏
氏
の
逝
去
が

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
「
介
護
保
険
法
」
案
、
医

療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
今
後
の
運

動
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

討
議
の
結
果
、
６
月
２
日
に
「
医
療
と
介

護
の
拡
充
を
求
め
る
Ｌ
患
者
・
家
族
集
会

の
開
催
（
別
記
）
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、

集
会
の
開
催
ま
で
に
各
団
体
で
出
来
る
反

対
運
動
を
創
意
工
夫
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
が
独
自
に
強
め
て
い
く
こ
と
も
確
認
し

ま
し
た
。

　

第
ロ
一
回
総
会
の
開
催
に
向
け
、
9
6
年
度

活
動
報
告
、
決
算
報
告
。
9
7
年
度
活
動
方

針
案
、
予
算
案
、
ア
ピ
ー
ル
案
の
骨
子
が

提
案
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
具
体
化
を
盛
り

医療と介護の

拡充を求める国会請願

38万人を超える

署名を両院へ提出

　

医
療
保
険
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、
公

的
介
護
保
障
の
確
立
を
要
望
す
る
「
医
療

と
介
護
の
拡
充
を
求
め
る
」
緊
急
国
会
詰

願
署
名
は
、
わ
ず
か
２
か
月
の
期
間
に
も

か
か
わ
ら
ず
3
8
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
４

月
2
1
日
、
全
国
の
代
表
8
5
人
が
参
加
し
て
、

衆
参
両
院
へ
の
提
出
の
お
願
い
に
議
員
会

ず
込
ん
だ
討
議
が
行
わ
れ
、
総
会
に
幹
事
会

と
し
て
提
案
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
2
1
日
の
医
療
と
介
護
の
拡
充

を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
を
成
功
さ
せ
る

た
め
、
幹
事
が
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し
、

医
療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
し
、
公
的
介

護
保
障
の
確
立
を
求
め
、
多
く
の
仲
間
に

訴
え
、
運
動
を
強
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

館
室
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

私
た
ち
難
病
や
慢
性
疾
患
の
患
者
や
家

族
が
安
心
し
て
医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
拡
充
を
強
く

願
っ
て
、

一

　

年
齢
、
障
害
・
疾
病
の
種
類
を
問
わ

ず
、
介
護
が
必
要
な
全
て
の
国
民
に
国
の

責
任
で
「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
保
て
る

介
護
」
を
保
障
す
る
制
度
を
確
立
し
て
く

だ
さ
い
。

二

　

国
民
の
負
担
を
強
化
し
病
院
か
ら
患

者
の
足
を
遠
の
け
る
医
療
保
険
制
度
「
改

革
」
は
や
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
い
つ
で

も
最
良
最
善
の
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

医
療
保
険
制
度
を
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

の
二
つ
の
請
願
事
項
を
か
か
げ
、
請
願
を

し
ま
し
た
。

　

請
願
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
集
会
で

は
、
各
政
党
の
議
員
が
訪
れ
、
私
た
ち
の

願
い
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
努
力

す
る
と
の
激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
各
議
員
室
を
訪
れ
た
代
表
は
、

請
願
受
け
取
り
拒
否
の
議
員
が
出
る
の
で

は
と
の
厳
し
い
予
想
を
く
つ
が
え
し
、
予

定
し
た
厚
生
委
員
お
よ
び
地
元
選
出
議
員

へ
の
提
出
の
お
願
い
を
終
え
ま
し
た
。

　

請
願
書
を
院
に
提
出
し
た
と
の
議
員
か

ら
の
報
告
が
事
務
局
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
自
民
党
や
社
民
党
の
一

部
議
員
か
ら
は
受
理
で
き
な
い
と
の
返
事

が
あ
り
、
署
名
用
紙
が
返
送
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

集
め
ら
れ
た
署
名
に
込
め
ら
れ
た
切
実
な

願
い
を
無
に
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
返
送
さ
れ
た
署
名
用
紙
と
請
願

行
動
後
に
届
け
ら
れ
た
署
名
を
再
度
、
６

月
２
日
の
集
会
後
に
請
願
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。
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医療と介護の拡充を求める

総合的難病対策の早期確立を要望する

　　　

請願署名・募金集計表

団　体　名
医療・介護

署　名　数

総合的難病

署　名　数
募　　金 団　体　名

医療・介護

署　名　数

総合的難病

署　名　数
募　　金

北海道難病連

秋田県難病連

山形県難病連

福島県難病連

群馬県難病連

茨城県難病連

長野県難病連

静岡県難病連

岐阜県難病連

滋賀県難病連

京都難病連

大阪難病連

兵庫県難病連

奈良県難病連

和歌山難病連

岡山県難病連

香川県難病連

愛媛県難病連

高知県難病連

16,539

　4,149

　3,687

　3,159

11,727

　6､952

　7,933

14,863

13,324

　6,258

　8,466

24,165

15,156

　2,534

　1,592

　5,820

　5,570

　5,407

　2,229

　6,852

23,120

14,948

25,370

25,388

13,633

　　95

25,411

　3,414

14,479

18.039

　9,594

12,725

　3,316

312,000

　76,703

　45,000

　40,000

　50,000

128,170

　48,000

230､000

176,190

　76,020

342,000

　70,000

　29,900

　30,000

　50,000

193,000

　40,925

佐賀県難病連

大分県難病連

宮崎県難病連

鹿児島難病連

ス　　全　　協

全　　交　　災

心臓病守る会

全　　腎　　協

全　　低　　肺

全　　療　　協

パーキンソン

オストミー

日　患　同　翌

日　　肝　　協

日　　喘　　連

も　や　の　会

愛知県難病連

ＪＰＣ事務局

　　400

　5,043

　6,187

　5,480

　1、414

　　110

　5,823

188,433

　　907

　4,173

　1,387

　　875

　　386

　2,273

　3,345

　ﾌ,091

　　672

　　166

　18,676

351,647

　1,578

　6,078

　4,356

　1,651

　　212

　2,068

　2,407

　22,000

　58,605

159,400

　11,200

228,000

819,792

　19､200

　80,000

　30,000

　26,000

　19,600

　32,400

　7,000

187,650

合　計 385,766 592,986 3,638,755
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長
宏
前
代
表
幹
事
の

　

活
躍
を
偲
び
多
数
参
加

　

２
月
2
6
日
、
前
代
表
幹
事
長
宏
さ
ん
が

闘
病
の
甲
斐
な
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。
名

古
屋
で
行
わ
れ
た
葬
儀
に
は
、
伊
藤
代
表

幹
事
、
小
林
事
務
局
長
を
は
じ
め
役
員
が

参
列
し
。
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

患
者
運
動
の
歴
史
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
、
皆
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
肺
癌
で
倒
れ

た
長
宏
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が
４
月
2
6
日
、
新

宿
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
で
行
わ
れ
た
葬
儀
の
際
、
参
列

出
来
な
か
っ
た
在
京
の
運
動
仲
問
や
教
え

子
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
１
　
ぶ
会
は
、

長
さ
ん
の
長
い
社
会
保
障
を
拡
充
す
る
闘

い
の
歴
史
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
会
場
一

杯
に
1
2
0
人
を
超
え
る
方
々
が
つ
め
か
け
、

長
さ
ん
の
多
岐
に
わ
た
る
交
友
関
係
の
輪

が
会
場
に
満
ち
、
故
人
を
偲
ぶ
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

長
さ
ん
は
「
権
利
は
た
た
か
い
と
る
も

の
」
と
の
理
論
を
か
か
げ
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
「
生
存
権
」
を
勝
ち
取
る
た
め
に

患
者
運
動
の
さ
き
が
け
と
な
る
「
朝
口
訴

訟
Ｌ
を
長
期
に
わ
た
り
先
頭
に
た
っ
て
闘

い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
創
設
前
か

ら
患
者
運
動
の
連
帯
を
訴
え
、
運
動
を
指

↑l

導
し
、
組
織
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

地
元
、
名
古
屋
で
は
後
継
者
育
成
の
た

め
教
壇
に
立
ち
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
を

世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
福
祉
拡
充
を
求
め
る
連
動
で
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

志
し
半
ば
で
生
を
終
え
た
長
さ
ん
は
、

参
加
者
を
は
じ
め
私
た
ち
に
今
後
の
社
会

保
障
運
動
の
前
進
を
託
し
て
い
か
れ
ま
し

た
。
長
く
、
厳
し
い
運
動
で
は
あ
り
ま
す

が
、
残
さ
れ
た
者
が
長
さ
ん
の
遺
志
を
受

け
継
ぎ
、
何
よ
り
も
人
間
の
尊
厳
が
大
切

に
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
明
日
か
ら
運

動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
胸
に
刻
み

各
地
に
と
散
会
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
秋
に
行
っ
て
い
る
「
豊
か
な
医

療
と
福
祉
を
考
え
る
全
国
患
者
・
家
族
集

会
Ｌ
は
今
年
は
‥
1
1
1
1
一
月
1
5
・
1
6
日
、
大
阪
開

会
が
本
決
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
阪
難
病
連
で
は
２
月
に
実
行
委
員
会

を
発
足
、
月
―
回
の
ペ
ー
ス
で
実
行
委
員

会
を
開
催
し
、
自
治
体
へ
の
要
請
を
は
じ

め
、
進
行
状
況
の
点
検
な
ど
精
力
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
取
り
組

ん
で
い
る
「
難
病
セ
ン
タ
ー
建
設
実
現
」

を
集
会
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
か
か
げ
、
地
域

の
特
徴
を
活
か
し
た
大
阪
ら
し
い
患
者
家

族
集
会
に
と
同
難
病
連
の
仲
間
は
は
り
き

つ
て
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

集
会
の
特
徴
を
活
か
す
意
味
か
ら
人
選

を
す
す
め
て
き
た
記
念
講
演
は
、
橋
本
忠

雄
医
師
（
橋
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
講

師
と
き
ま
り
ま
し
た
。
同
医
師
は
、
「
出

掛
け
る
医
療
を
」
心
が
け
、
訪
問
看
護
、

在
宅
医
療
へ
積
極
的
に
力
を
注
ぎ
、
カ
ル

テ
開
示
を
積
極
的
に
す
す
め
る
開
業
医
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
秋
の
患
者
・
家
族
集
会
に

全
国
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇じり（卜一卜1997- 5528
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特
定
疾
患
へ
の
医
薬
品

適
応
外
使
用
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

　

特
定
疾
患
調
査
研
究
班
に
よ
る
医
薬
品

の
適
応
外
使
用
に
関
す
る
調
査
研
究
の
結

果
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
厚
生
省
と
し
て
は
、
研
究
の
成
果
を

基
に
、
各
研
究
班
に
お
い
て
モ
デ
ル
的
な

取
り
組
み
を
行
う
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

一
般
的
疾
病
の
治
療
に
用
い
る
医
薬
品

は
、
薬
事
法
上
適
応
症
が
き
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
特
定
疾
患
の
治
療
に
お
い
て

は
、
医
薬
品
の
適
応
内
使
用
の
み
で
は
効

果
が
あ
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
文
献
や
薬
理

作
用
等
を
基
に
医
師
と
患
者
の
協
力
に
お

い
て
医
薬
品
の
適
応
外
使
用
が
行
わ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
究
に
お
い
て
は
、
適
応
外

使
用
の
際
生
じ
る
治
療
の
効
果
判
定
や
副

反
応
の
出
現
時
の
対
応
、
患
者
・
家
族
へ

の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
す

べ
て
担
当
医
の
責
任
で
独
自
に
行
わ
れ
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
特
定
疾
患
の
医
薬

品
適
応
外
使
用
の
実
態
を
調
査
分
析
し
、

今
後
適
応
外
使
用
を
実
施
す
る
上
で
医
師

と
患
者
が
良
好
な
関
係
の
中
で
治
療
に
専

念
出
来
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
と
と
も
に
、

現
段
階
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
作
成
す

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
は
適
用
範
囲
、
適
応

外
使
用
の
基
準
及
び
管
理
、
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト
、
副
反
応
情
報
の
報

告
、
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
、
医
薬
品
の

適
応
外
使
用
指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
疾
患
の
医
薬
品
適
応
外
使

用
に
関
す
る
総
括
説
明
書
（
各
疾
患
共
通
）

を
用
意
し
、
使
用
に
先
立
ち
主
治
医
よ
り

左
記
の
８
項
目
に
つ
い
て
文
書
に
よ
る
説

明
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
説
明
に
対
し
、

患
者
が
納
得
し
、
同
憲
書
に
署
名
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
薬
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

①
適
応
外
医
薬
品
の
使
用
目
的
及
び
方
法

②
予
想
さ
れ
る
効
果
及
び
副
反
応

③
あ
な
た
の
疾
患
に
関
す
る
他
の
治
療
法

の
可
能
性

④
同
意
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
不
利
益
が

一
切
生
じ
な
い
こ
と
、

⑤
同
意
し
た
場
合
で
も
随
時
こ
れ
を
撤
回

出
来
る
こ
と

⑥
人
権
保
護
に
関
し
て
必
要
な
事
項

⑦
こ
の
薬
を
使
用
中
や
使
用
後
の
検
査
の

有
無
に
つ
い
て

⑧
副
反
応
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て

７

　　

豊かな医療と福祉を考える

全国患者・家族集会in大阪
◆内

　

容
全体会・代表あいさつ

　　　

・基調報告

　　　

・記念講演
分科会・各テーマごと

◆懇親会
15日18時より
同ホテルにて開催
協力会員海外研修派遣抽選会

◆日

　

時
1997年11月15日(土)

　　　　

・16日(日)
15日13時00分～16日12時00分

◆場

　

所
大阪リバーサイドホテル
大阪市都島区中野町5 -12-30

◆交

　

通
大阪環状線・外回り

　

｢桜の宮｣下車徒歩２分

ｊ２夕
｡ii≫eの抑●

　

1997- 5
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総合的難病対策の

早期確立を要望する

国会請願

◆日

　

時

　

1997年６月２日

　　　　　

11 : 30～15 : 00

◆場

　

所

　

衆議院第２議員

　　　　　

会館第１会議室

◆交

　

通

　

地下鉄

　　　　　

「国会議事堂前」

　　　　　

または「永田町」

□
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　

児
島
美
都
子
さ
ん
よ
り
１
０
０
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
前
代
表
幹
事
の
葬
儀
の
際
に
寄
せ
ら

れ
た
香
典
の
一
部
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
有
効
利
用
し
ま
す
。

変
に
よ
り
、
口
常
業
務
が

滞
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を

か
け
て
い
ま
す
。
ど
な
た

か
お
手
伝
い
を
！

5３θ

務
局臨
員時
の職
療員
養の
環退
境職
のと
激事

JPC

第・12回

◆日

　

時1997年６月１

総

日（日）

合
35

　　　　　

午後１時～４時30分

◆場

　

所

　

全共連ビル・中ホール（４Ｆ）

　　　　　

東京都千代田区平河町2-7-9

◆交

　

通

　

営団地下鉄・有楽町線

　　　　　　

「永田町」または「麹町」下車

　　　　　

徒歩５分

◆議

　

題

　

96年度活動報告、決算報告

　　　　　

97年度活動方針案、予算案

　　　　　

新年度役員選出

　　　　　

総会アピールの採択、他

医療と介護の拡
充を求める

◆日　時　1997年６月２日（月）

　　　　　午前9時30分～10時30分

◆場　所　霞ヶ関ビル「プラザホール」（ＩＦ）

　　　　　東京都千代田区霞ヶ関3-2-5

◆交　通　営団地下鉄・銀座線

　　　　　　「虎ノ門」下車徒歩２分

◆請　願　集会終了後、国会まで請願デモ行進

　　　　なお､扮年行なっています「総合的難病対

　　　　策の確立を要望する」請願行動は午前11時

　　　　30分より衆議院第2議ほ会皓で行ないます。

1997-5 、闘･＠刎・
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